
勁草
期間中、たくさんのみなさまにご来校いただきありがとうございます

玖島っ子の心を見つめる教育週間　7月1日～7月7日

それは、日々の言葉や行動の中で、相手の心を守る
ことにつながります。命を大切にするということ
は、特別な場面だけで考えるものではありません。
相手の立場に立って考え、心を傷つけない言動を選
ぶこと、困っている相手とつながる方法を考えるこ
とも、命を大切にすることにつながります。この教
育週間が、子供たち一人一人にとって、自分の心を
見つめ、周りの人の心にも思いを向ける機会となる
ことを願っています。授業の最後には、次の文を完
成させることで自己の思いを表しました。

　7月1日から7日までを「玖島っ子の心を見つめる
教育週間」として、期間中は全ての授業を保護者・
地域の皆様に参観していただけるようにしています
教育週間の初日には、校長による全校道徳を実施し
ました。漫画・映画作品である『志乃ちゃんは自分
の名前が言えない』を題材として取り上げ、うまく
言葉を話すことができず、自分の名前を言うことに
も苦しさを感じている志乃が、同級生の加代との関
わりを通して、少しずつ自分と向き合っていく姿か
ら考えました。授業では、志乃の周囲の人たちの言
動に着目しました。担任の先生は、志乃を他の生徒
と同じように扱おうと「リラックスしよう」などと
「話せるようにする」ことを求めます。また、同級
生の中には、みんなと同じようにできない志乃の姿
を笑う生徒もいます。これらは、相手の立場に立っ
て考えなければ、知らないうちに心を傷つけてしま
います。一方で、加代は、志乃が話せないことを責
めたり、原因を追求したりするのではなく、「書けば
いい」とペンとノートを渡すのです。この姿から、
大切なのは「みんなと同じ方法でできるようにする
こと」だけではなく、「どうしたら思いを伝え合える
か」を考えることだと学ぶことができます。人と関
わるとき、「周りと同じように扱うこと」が、必ずし
も相手を大切にすることになるとは限りません。相
手の困り感や状況を想像し、その人に合った関わり
方を考えることが大切です。

令和8年7月6日 大村市立玖島中学校だより

規律を確立し、自律的な学びを拓く　学校経営理念

大村市立玖島中学校
校　長　田中　秀明

自主学習ノートの取組が始まって2か月

今年度から取り組んでいる自主学習ノートの取組が
始まって、約2か月がたちました。5月末時点で、1
回以上（各学年週1回点検）自主学習ノートを提出し
た生徒の割合は、1年生88％、2年生34％、3年生
67％となっています。この取組の目的は、何ページ
取り組んだかを競うことではありません。毎日少し
ずつ、自分に必要な学習に取り組むことで、学習を
習慣にしていくことを目指しています。学力を高め
るためには、授業で学んだことをそのままにせず、
家庭で振り返ったり、もう一度解き直したり、分か
らなかったところを確認したりすることが大切です

もちろん、家庭では、各教科の宿題やテスト勉強、
部活動、習い事など、さまざまな予定があります。
そのため、自主学習ノートを何よりも優先して取り
組まなければならないということではありません。
大切なのは、自分の生活の中で無理のない形を見つ
け、短い時間でも学習を続けることです。漢字や英
単語を身に付ける、授業を振り返り内容を整理す
る、間違えた問題をもう一度解くなど、自分に合っ
た学び方を少しずつ身に付けてほしいと思います。
学校でも、よい取組を紹介しながら、生徒一人一人
が「自分で学ぶ力」を高めていけるよう支援してい
きます。　

― 毎日少しずつ、学びを習慣に
―

※学校だよりは保護者の方に学校のお知らせをする文書です。無断で SNS
等への掲載をすることがないようにお願いします。

。

相手を大切にして関わるためには、相手によって受け止め方や困り方が違うことがある。自分の感

じ方だけで判断せず、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

。

どちらが
公平？
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